
従
来
か
ら
の
取
組
み
を

あ
ら
た
め
て
ア
ピ
ー
ル

　

広
島
銀
行
で
は
、「
将
来
に
わ
た

っ
て
継
続
的
に
注
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
」「
独
自
性
が
あ
る
」
と
い

う
二
つ
の
観
点
か
ら
開
示
項
目
を
選

定
し
た
。
既
存
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に

加
え
、
中
計
策
定
支
援
の
件
数
や
定

性
分
析
の
実
施
件
数
、
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
融
資
の
件
数
を
独
自
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
と
し
て
公
表
。
と
く
に
、
他

行
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
中

計
策
定
支
援
は
、
顧
客
ご
と
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
Ａ
４
判
１
０
０
ペ
ー

ジ
ほ
ど
に
わ
た
る
詳
細
な
分
析
を
行

っ
て
お
り
、
同
行
の
強
み
と
な
っ
て

い
る
。

　

同
行
で
は
、
従
来
か
ら
事
業
性
評

価
の
取
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て

お
り
、
結
果
と
し
て
そ
の
取
組
み
が

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。「
事
業
性
評
価
の
取
組

み
は
こ
れ
ま
で
に
も
Ｉ
Ｒ
資
料
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
て
き
た
。

ま
た
、
数
年
前
か
ら
、
取
引
先
に
対

す
る
定
性
分
析
の
実
施
な
ど
を
営
業

店
の
業
績
評
価
に
加
え
て
い
る
」

（
総
合
企
画
部
企
画
室
・
加
藤
大
介

室
長
）
な
ど
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
要

素
を
先
駆
け
て
導
入
し
て
き
た
。
そ

う
し
た
な
か
、
同
行
で
は
ベ
ン
チ
マ

ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
、「
事
業

性
評
価
の
取
組
み
を
よ
り
多
く
の
お

客
さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、『
地

域
の
お
取
引
先
企
業
の
事
業
拡
大
を

促
す
こ
と
で
共
に
成
長
し
て
い
く
』

と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
巡
っ
て
は
、
他

行
と
の
横
並
び
で
比
較
さ
れ
る
こ
と

へ
の
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
各

項
目
の
集
計
基
準
は
金
融
機
関
ご
と

に
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
り
、
銀
行
の
規
模

に
よ
っ
て
取
組
み
件
数
の
水
準
も
異

な
る
。
他
行
と
の
単
純
比
較
に
よ
っ

て
数
字
が
独
り
歩
き
し
か
ね
な
い
と

い
う
わ
け
だ
。
と
く
に
、
事
業
性
評

価
に
基
づ
く
融
資
に
つ
い
て
は
、

「
事
業
性
評
価
」
自
体
の
明
確
な
定

義
が
存
在
せ
ず
、
件
数
の
カ
ウ
ン
ト

の
仕
方
も
各
行
で
異
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
事
情
が
あ
る
な
か
、
同

行
で
は
「
事
業
性
評
価
の
取
組
み
は

地
域
金
融
機
関
の
本
業
。
ベ
ン
チ
マ

ー
ク
に
よ
っ
て
、
そ
の
ス
タ
ン
ス
が

導
入
か
ら
２
回
目
と
な
る
開
示
を
迎
え
、
金
融
機
関
の
関
心
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
と
も
い
わ
れ
る

金
融
仲
介
機
能
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
。
取
組
み
に
注
力
し
て
い
る
地
域
金
融
機
関
で
は
「
従
来
の

取
組
み
の
延
長
線
上
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
共
通
す
る
一
方
、
指
標
の
選
定
や
そ
の
実
践
内
容
、

開
示
の
仕
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
が
み
ら
れ
る
。
計
数
の
集
計
等
の
負
担
も
あ
る
な
か
で
、
地

銀
や
信
金
は
ど
の
よ
う
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
活
用
を
進
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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狂
う
財
政
再
建
シ
ナ
リ
オ

　

「
国
難
突
破
解
散
だ
。（
消
費
税
率
引
上
げ

の
）
使
い
途
を
思
い
き
っ
て
変
え
た
い
」。

　

９
月
25
日
、
記
者
会
見
に
臨
ん
だ
安
倍
首
相
は

衆
院
解
散
・
総
選
挙
に
踏
み
き
る
と
表
明
し
た
。

こ
れ
ま
で
２
度
延
期
し
て
き
た
消
費
税
率
８
％
か

ら
10
％
へ
の
引
上
げ
を
予
定
ど
お
り
２
０
１
９
年

10
月
に
実
施
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
増
税
に
よ
る

税
収
増
を
教
育
無
償
化
に
も
使
え
る
よ
う
国
民
に

信
を
問
う
と
い
う
の
が
大
義
名
分
だ
。
一
方
で
、

財
政
健
全
化
目
標
に
つ
い
て
は
「（
20
年
度
の
）

達
成
は
困
難
と
な
る
」
と
述
べ
、
先
送
り
を
表
明
。

新
た
な
目
標
年
次
に
つ
い
て
は
明
言
を
避
け
た
。

　

も
と
も
と
５
％
だ
っ
た
消
費
税
を
10
％
ま
で
引

き
上
げ
る
こ
と
に
よ
る
税
収
増
は
14
兆
円
。
こ
の

う
ち
、
後
世
代
へ
の
負
担
付
け
回
し
軽
減
（
新
規

国
債
の
発
行
抑
制
）
に
７
・
３
兆
円
、
基
礎
年
金

国
庫
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
る
た
め

の
財
源
と
し
て
３
・
１
兆
円
、
社
会
保
障
（
年
金
、

医
療
、
介
護
、
子
育
て
）
の
充
実
に
２
・
８
兆
円
、

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
社
会
保
障
４
経
費
増
に

０
・
８
兆
円
が
そ
れ
ぞ
れ
使
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
。

　

安
倍
首
相
は
、
後
世
代
の
負
担
軽
減
分
を
減
ら

し
て
、
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
や
低
所
得
家
庭

の
高
等
教
育
無
償
化
な
ど
の
財
源
に
使
う
と
い
う
。

18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
集
中
投
資

期
間
と
位
置
付
け
、
そ
の
具
体
策
と
な
る
２
兆
円

の
「
人
づ
く
り
革
命
」
の
政
策
を
年
内
に
と
り
ま

と
め
る
。
高
齢
者
に
偏
り
が
ち
な
予
算
配
分
を
改

め
、
若
者
や
子
育
て
世
帯
を
含
め
た
「
全
世
代

型
」
の
社
会
保
障
制
度
を
確
立
す
る
の
が
狙
い
で
、

消
費
増
税
に
よ
る
税
収
増
を
〝
先
食
い
〞
し
て
教

育
無
償
化
な
ど
の
政
策
を
先
行
的
に
実
現
さ
せ
る

構
え
だ
。
一
方
、
教
育
へ
の
使
途
拡
大
を
先
に
打

ち
出
し
て
い
た
民
進
党
は
看
板
公
約
を
横
取
り
さ

れ
た
か
た
ち
と
な
り
、「（
選
挙
の
）
争
点
消
し

だ
」（
前
原
誠
司
代
表
）
と
猛
反
発
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
記
者
会
見
で
、「
財
政
再
建
の
旗

は
下
ろ
さ
な
い
。
Ｐ
Ｂ
の
黒
字
化
を
目
指
す
と
い

う
目
標
自
体
は
し
っ
か
り
と
堅
持
す
る
」
と
述
べ

た
も
の
の
、
消
費
増
税
の
使
途
変
更
で
財
政
健
全

化
の
シ
ナ
リ
オ
は
根
本
か
ら
狂
い
が
生
じ
る
。
使

い
途
を
当
初
の
予
定
に
な
か
っ
た
教
育
に
も
拡
充

す
る
こ
と
で
、
防
衛
や
公
共
事
業
な
ど
他
分
野
か

ら
も
歳
出
圧
力
が
高
ま
る
の
は
間
違
い
な
い
。
か

り
に
、
教
育
無
償
化
が
先
行
す
る
一
方
で
、
経
済

状
況
の
悪
化
な
ど
か
ら
ふ
た
た
び
消
費
増
税
が
先

送
り
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
財
政
を
大

幅
に
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

内
閣
府
に
よ
れ
ば
、
17
年
度
の
Ｐ
Ｂ
は
18
・
４

兆
円
の
赤
字
見
込
み
。
実
質
２
％
台
、
名
目
３
％

台
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
が
伸
び
た
場
合
の

経
済
再
生
シ
ナ
リ
オ
で
も
20
年
度
に
８
・
２
兆
円

の
赤
字
が
残
る
。
も
と
も
と
達
成
は
危
ぶ
ま
れ
て

い
た
と
は
い
え
、
選
挙
を
口
実
に
し
た
先
送
り
は

「
日
本
は
財
政
再
建
を
す
る
気
が
な
い
と
み
な
す

外
国
人
投
資
家
を
増
や
す
」（
外
資
系
証
券
）
と

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

使
途
変
更
に
は
自
民
党
内
に
も
批
判
が
あ
る
。

党
税
制
調
査
会
幹
部
は
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆

迎
合
主
義
）
の
極
み
だ
」
と
不
快
感
を
示
し
た
。

リ
フ
レ
派
の
主
張
ど
お
り
に

　

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
成
長
と
財
政
健
全
化

の
二
兎
を
追
う
」
と
、
繰
り
返
し
表
明
し
て
き
た

安
倍
首
相
の
変
節
を
批
判
す
る
メ
デ
ィ
ア
は
多
い
。

悲
願
の
憲
法
改
正
に
向
け
、
野
党
の
機
先
を
制
す
る
か
た
ち
で
衆
院
解
散
・
総
選
挙
に
打
っ
て

出
た
安
倍
晋
三
首
相
。
消
費
増
税
分
の
使
途
変
更
に
よ
っ
て
歳
出
を
拡
大
し
、
２
０
２
０
年
度

に
国
・
地
方
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
（
Ｐ
Ｂ
＝
基
礎
的
財
政
収
支
）
を
黒
字
転
換
す
る
財

政
健
全
化
目
標
を
先
送
り
す
る
。「
大
義
な
き
解
散
」
の
影
に
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
き
た
リ
フ
レ
派
の
論
理
が
見
え
隠
れ
す
る
。
待
っ
て
い
る
の
は
「
デ
フ
レ
か
ら

の
完
全
脱
却
」
か
、
そ
れ
と
も
バ
ブ
ル
誘
因
と
そ
れ
に
続
く
バ
ブ
ル
の
崩
壊
か
│
│
。

遠
の
く
財
政
健
全
化
、
衆
院
解
散
に

ち
ら
つ
く
リ
フ
レ
派
の
論
理
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９
月
上
旬
を
底
に
第
２
の
金
利
上
昇
局
面
が
到
来

　

米
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
）
は
９
月
19
、
20
日
、
大
方
の

予
想
ど
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

（
Ｂ
／
Ｓ
）
縮
小
開
始
を
決
定
し
た
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
っ
た
の
は
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ

Ｃ
メ
ン
バ
ー
16
名
中
12
名
も
が
、
２

０
１
７
年
末
ま
で
の
追
加
利
上
げ
予

想
を
出
し
た
こ
と
だ
。
こ
の
タ
カ
派

的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
、
市
場

は
間
髪
を
入
れ
ず
に
12
月
利
上
げ
を

織
り
込
み
、
利
上
げ
確
率
は
70
％
強

へ
と
上
が
っ
た
。
リ
ス
ク
資
産
価
格

も
い
ま
の
と
こ
ろ
耐
性
を
み
せ
て
い

る
た
め
、
９
月
上
旬
を
底
に
金
利
上

昇
の
第
２
フ
ェ
ー
ズ
が
始
ま
っ
た
可

能
性
は
よ
り
高
ま
っ
た
と
い
え
る
。

　

筆
者
は
、
16
年
７
月
に
始
ま
っ
た

金
利
上
昇
局
面
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に

金
融
緩
和
が
終
了
し
、
金
融
引
締
め

へ
と
移
行
す
る
局
面
」
と
と
ら
え
て

い
る
。
お
そ
ら
く
米
↓
英
↓
欧
↓
日

の
順
序
で
、
主
要
中
央
銀
行
す
べ
て

が
引
締
め
策
を
打
ち
出
す
ま
で
金
利

上
昇
の
流
れ
は
続
く
だ
ろ
う
。
こ
の

間
の
金
利
変
動
は
、
基
本
的
に
金
融

引
締
め
ペ
ー
ス
に
対
す
る
市
場
の
見

方
の
変
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
が
、
金
利
低
下
局
面
に
は
戻
ら
な

い
。
い
ず
れ
か
の
中
央
銀
行
が
引
締

め
路
線
を
止
め
、
ふ
た
た
び
追
加
緩

和
へ
傾
い
て
い
っ
た
場
合
に
、
金
利

上
昇
局
面
が
終
了
す
る
。

　

金
利
上
昇
局
面
の
第
１
フ
ェ
ー
ズ

は
、
英
国
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
決
定
し
た

国
民
投
票
（B

rexit

：
ブ
レ
グ
ジ
ッ

ト
）
直
後
の
16
年
７
月
に
始
ま
り
、

17
年
３
月
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
終
わ
っ
た

（
図
表
１
）。
当
時
、「
テ
ー
ル
リ
ス

ク
」
で
あ
っ
た
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
が
現

実
化
し
た
こ
と
か
ら
、
投
資
家
は
い

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
︵
Ｆ
Ｒ
Ｂ
︶
は
、
９
月
の
米
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
︵
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
︶
に
お
い
て
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
段
階
的
縮
小
を
決
定
し
た
。２
０
１
６
年
７
月
か
ら
開
始
し
た
金
利
上
昇
局
面
は
、₁₇

年
９
月
か
ら
第
２
フ
ェ
ー
ズ
が
始
ま
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
動
き
は
、
世
界
の
主
要
中
銀
す
べ

て
が
引
締
め
策
を
打
ち
出
す
ま
で
続
く
と
み
ら
れ
る
。
過
剰
流
動
性
に
よ
っ
て
新
興
国
市
場
が
安
定
す
る

な
か
、
一
段
の
金
利
上
昇
に
向
け
て
は
、
₁₈
年
以
降
の
米
利
上
げ
見
通
し
や
ト
ラ
ン
プ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
期

待
回
復
、
そ
し
て
自
発
的
な
金
融
引
締
め
意
思
の
乏
し
い
日
欧
中
央
銀
行
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。
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